
 

 

 

 

 

１月２３日（火） 鬼を描く 

暦の上では大寒を過ぎ、一年で一番寒い季節を迎えました。 

立春を呼ぶ行事、節分を前に 

今日はクレパスと絵の具を使って鬼を描いてみよう。 

眼光鋭く、大きな口から覗く牙、つのは何本？何色の鬼？ 

今に通じる鬼のイメージは 

既に鎌倉～室町時代にはあったようです。 

人間の心の中に潜む邪悪な部分を象徴する存在として 

捉えやすいイメージは、つきぐみのこどもたちも同じです。 

 

画用紙いっぱいに大きく鬼を描くことは 
少し勇気が必要だったり 
隣の子の絵も気になったりもします。 
自分の内面から生まれた「じぶんだけのおに」は 
「ちょっとドキドキしたけれど、頑張ったら描けたぞ」という 
描き切った後の達成感と高揚感を感じることが出来る 
この時期ならではの題材です。 


